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花となかまと笑顔 

松本市立四賀小学校だより №４ 

令和４年（２０２２年）６月２８日（火） 

〒399-7402 松本市会田 1113番地 

℡64-1070   

     ＜１年生＞         ＜２年生＞          ＜３年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月１５日（水）に１０周年音楽会を開催しました。はじめは、低学年、高学年に分かれた音

楽会を計画していましたが、新型コロナウイルスの感染対策基準が緩和されたため、３年ぶりに

全校が集まっての開催となりました。 

 音楽劇・和太鼓の演奏、様々な楽器を使った合奏、しっとりと聞かせる斉唱や合唱など、学年

ごとに工夫を凝らした素晴らしい発表でした。今までの練習の成果が十分に発揮でき、子どもた

ちも「練習してきたことをたくさんの人に見せられて楽しかった。みんながいたから楽しめたと

思います。」と達成感を味わっていました。演奏の音色や一生懸命発表している子どもたちの姿

にたくさんの感動をもらった音楽会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜４年生＞           ＜５年生＞         ＜６年生＞ 

  盛大に開催！１０周年音楽会 

家庭数配布 地区回覧 

 

           

 ４・５・６年生の皆さんが掃除をしてくれたピカピカのプールの前で、６月２０日（月）にプ

ール開きを行いました。プール開きでは、３つの「守る」のお話がありました。１つ目は、「い

のち」を守ること。２つ目は「ルール」を守ること。３つ目は「目標」を守ること。この３つの

「守る」をいつも心の中において、安全で楽しいプールでの学習ができるように配慮していきた

いと思います。水泳道具の用意、健康観察カードの記入等よろしくお願いいたします。 

プール開き 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【７月の主な行事】  状況によって活動内容等を見直す可能性がありますので、ご了承ください。                        

   １日（金）５・６年臨海学習 

   ４日（月）５・６年計画休業 

   ５日（火）学納金引落日 

   ６日（水）ＰＴＡ理事会③ 

   ８日（金）スクールカウンセラー来校日 

        １年親子レク 

  １１日（月）七夕集会  クラブ②③ 

  １２日（火）授業参観日（全校５時間授業） 

        ＰＴＡ各種委員会 

  １３日（水）１年 保育園プール交流 

  １４日（木）地区児童会 

 １８日（月）祝日 海の日 

 １９日（火）保小プール交流予備日 

 ２２日（金）１学期終業式 全校４時間授業 

 ２３日（土）夏期休業（８月１８日まで） 

       四賀夏まつり（金管参加） 

      

 

 ＜菊作りに挑戦！＞ 

 

 

 

 

 

 
６年生は大菊、４年生は小菊

作りに今年も挑戦です。先日

地域の方に指導していただき

ながら、苗を鉢に植え替える

作業を行いました。毎日様子

を見に行きながら、一生懸命

育てています。 

＜四賀にいきる命を学ぶ＞ 

 

 

 

 

 

 
４年生は保福寺川の環境調査

を行いました。松本ホタル学

ぶ会の皆さんと一緒に川で生

き物を採取し、観察の仕方を

教えていただきました。この

学習から、四賀がとても良い

環境だと分かりました。 
 

 ＜キュウリがとれたよ＞ 

 

 

 

 

 

 
 世界一農園で育てている

野菜が収穫できました。１

２年生は、二十日大根やキ

ュウリなどを収穫し、みん

なでおいしくいただきまし

た。これからたくさんの作

物が収穫できそうです。 

６月の四賀科の様子 

防犯教室 ～自分の命は自分で守る～ 
 ２４日（金）に警察署のスクールサポーターに来ていただき、防犯教室を行いました。低

学年は「こんな人には気をつけよう」と、不審者に出会ったと 

きの様子をロールプレイで学びました。大事なことは、「こわ 

い」と思ったら「逃げる」「声を出す」など、すぐに行動する 

ことだそうです。高学年は、「インターネットの危険性」につ 

いて、お話を聞きました。犯罪にまきこまれないこと、依存症 

にならないことなど、大切なポイントがたくさんありました。 

「自分の命は自分で守る」ために、自分はどうすればいいのか、 

これからも学び、考えていきたいと思います。 


